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1. 平成31年3月期第1四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第1四半期 3,929 3.8 201 94.2 204 93.7 138 100.9

30年3月期第1四半期 3,785 5.7 103 ― 105 ― 68 ―

（注）包括利益 31年3月期第1四半期　　109百万円 （43.4％） 30年3月期第1四半期　　76百万円 （185.7％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第1四半期 17.40 ―

30年3月期第1四半期 8.66 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年3月期第1四半期 10,837 3,135 28.8

30年3月期 11,070 3,089 27.8

（参考）自己資本 31年3月期第1四半期 3,125百万円 30年3月期 3,079百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 6.00 ― 8.00 14.00

31年3月期 ―

31年3月期（予想） 7.00 ― 7.00 14.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 4.7 950 21.2 950 17.6 640 21.5 80.59

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）詳細は、添付資料７ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記(３）四半期連結財務諸表に関する注記事項」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期1Q 8,800,000 株 30年3月期 8,800,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期1Q 858,632 株 30年3月期 858,632 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期1Q 7,941,368 株 30年3月期1Q 7,941,416 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におきましては、前期に引き続きＩＴ関連事業（システム開発事業、サポート＆

サービス事業）、パーキングシステム事業とも安定した受注獲得が続き、前年同期と比較して増収とすることが

できました。また利益面におきましても、中期経営計画で掲げた「業務プロセスの改善による収益性の向上」の

ための諸施策が効果を現し、安定的な収益を生み出せる体質を確立することができ、前年同期と比較して大幅な

増益となりました。

以上により、当第１四半期連結累計期間の売上高は、3,929百万円（前年同期比3.8％増）、営業利益201百万

円（前年同期比94.2％増）、経常利益204百万円（前年同期比93.7％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

138百万円（前年同期比100.9％増）となりました。

　

当第１四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、以下のとおりであります。

　

① システム開発事業

順調に案件獲得が進み、前年同期と比較して増収とすることができました。さらに地道なプロジェクト進

捗管理活動、品質管理強化活動が定着し、利益率向上に寄与したことにより、前年同期と比較して大幅な増

益となりました。この結果、売上高1,422百万円（前年同期比7.5％増）、営業利益177百万円（前年同期比

58.2％増）となりました。

　

② サポート＆サービス事業

新たなＩＴ基盤領域獲得のための先行投資費用の回収が進み黒字転換したことや、効率的な業務運営のた

めに適材適所を考慮した積極的な業務ローテーションを行ったこと等により、前年同期と比較して大幅な増

益となりました。この結果、売上高1,111百万円（前年同期比1.9％増）、営業利益103百万円（前年同期比

203.4％増）となりました。

③ パーキングシステム事業

前年同期と比較して大型の機器販売が少ないものの、駐輪場利用料等安定収入が着実に増加しており、増

収となりました。この結果、売上高1,388百万円（前年同期比1.7％増）、営業利益186百万円（前年同期比

18.0％減）となりました。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,888,737 2,866,779

受取手形及び売掛金 2,441,894 2,073,519

商品及び製品 41,972 65,815

仕掛品 87,719 153,283

その他 883,252 942,722

流動資産合計 6,343,576 6,102,121

固定資産

有形固定資産 1,434,972 1,402,500

無形固定資産 78,438 76,235

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 1,500,249 1,418,572

その他 1,713,580 1,838,527

投資その他の資産合計 3,213,830 3,257,099

固定資産合計 4,727,242 4,735,835

資産合計 11,070,818 10,837,956

負債の部

流動負債

買掛金 629,287 507,646

短期借入金 907,301 1,125,000

1年内返済予定の長期借入金 135,000 122,500

賞与引当金 481,651 228,988

受注損失引当金 724 994

その他 1,889,759 2,332,431

流動負債合計 4,043,723 4,317,560

固定負債

長期借入金 175,000 147,500

リース債務 1,775,022 1,704,547

賞与引当金 26,985 34,069

役員退職慰労引当金 67,102 69,779

株式報酬引当金 37,500 50,000

退職給付に係る負債 1,701,111 1,222,022

その他 155,177 157,005

固定負債合計 3,937,900 3,384,924

負債合計 7,981,623 7,702,484
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 438,750 438,750

資本剰余金 903,593 903,593

利益剰余金 1,866,999 1,941,699

自己株式 △317,463 △317,463

株主資本合計 2,891,879 2,966,579

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,221 71,007

為替換算調整勘定 1,167 1,037

退職給付に係る調整累計額 116,397 87,298

その他の包括利益累計額合計 187,786 159,342

非支配株主持分 9,529 9,549

純資産合計 3,089,195 3,135,471

負債純資産合計 11,070,818 10,837,956
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

売上高 3,785,114 3,929,622

売上原価 3,172,241 3,208,671

売上総利益 612,872 720,951

販売費及び一般管理費 509,292 519,838

営業利益 103,580 201,112

営業外収益

受取利息 20 19

受取配当金 2,396 2,281

受取家賃 1,442 3,213

その他 3,549 4,422

営業外収益合計 7,409 9,937

営業外費用

支払利息 4,340 4,403

固定資産除却損 1,050 1,421

その他 262 1,194

営業外費用合計 5,654 7,020

経常利益 105,335 204,030

特別損失

固定資産除却損 2,554 ―

特別損失合計 2,554 ―

税金等調整前四半期純利益 102,781 204,030

法人税等 33,967 65,779

四半期純利益 68,813 138,251

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― 20

親会社株主に帰属する四半期純利益 68,813 138,231
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成30年４月１日
　至 平成30年６月30日)

四半期純利益 68,813 138,251

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 12,958 785

為替換算調整勘定 43 △130

退職給付に係る調整額 △5,219 △29,099

その他の包括利益合計 7,782 △28,443

四半期包括利益 76,595 109,807

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 76,595 109,787

非支配株主に係る四半期包括利益 ― 20
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗じて

計算する方法によっております。

（追加情報）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。
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